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一
国
の
経
済
水
準
や
社
会
の
成
熟
化

度
合
い
を
測
る
た
め
に
、
そ
の
国
で
愛

好
さ
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
種
類
に

着
目
す
る
方
法
が
あ
る
。
途
上
国
が
高

度
成
長
期
に
入
っ
た
と
き
、需
要
が
真
っ

先
に
伸
び
る
の
は
ビ
ー
ル
で
あ
る
。
日

本
も
１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら
70
年
代

に
か
け
て
、
ビ
ー
ル
全
盛
期
を
迎
え
た
。

中
国
は
度
数
の
高
い
「
白
酒
」
や
日
本

で
も
お
な
じ
み
の
「
紹
興
酒
」
な
ど
中

国
独
自
の
酒
が
豊
富
な
国
だ
が
、
90
年

代
後
半
か
ら
ビ
ー
ル
消
費
が
庶
民
の
間

で
盛
り
上
が
り
、
２
０
０
３
年
に
米
国

を
抜
い
て
世
界
ト
ッ
プ
の
ビ
ー
ル
消
費

国
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
ト
ッ
プ
の
座

を
守
っ
て
は
い
る
が
、
こ
の
数
年
は
マ

イ
ナ
ス
傾
向
に
あ
る
。
17
年
は
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
３・９
％
、
18
年
は
マ
イ
ナ
ス

２・０
％
と
落
ち
込
ん
で
い
る
。

ビ
ー
ル
消
費
が
減
退
し
た
の
は
、
明

ら
か
に
ア
ル
コ
ー
ル
に
対
す
る
嗜し

好こ
う

の

変
化
と
い
え
る
。
最
近
、
上
海
や
深
圳

で
目
に
付
く
の
は
ウ
イ
ス
キ
ー
ブ
ー
ム

で
あ
る
。
し
か
も
、「
ア
イ
ラ
島
」
や
「
ハ

イ
ラ
ン
ド
」
な
ど
通
な
ス
コ
ッ
チ
の
シ

ン
グ
ル
モ
ル
ト
を
並
べ
た
店
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
味
わ
う
中
国

人
客
を
見
る
と
隔
世
の
感
が
あ
る
。
90

年
代
に
中
国
人
が
飲
む
洋
酒
は
ブ
ラ
ン

デ
ー
で
、ウ
イ
ス
キ
ー
は
人
気
が
な
か
っ

た
。
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
を
好
む
大
人
の

増
加
は
、
中
国
社
会
の
成
熟
を
映
し
出

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

ウ
イ
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
は
台
湾
、
タ
イ
、

イ
ン
ド
な
ど
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
注

目
の
ブ
ラ
ン
ド
は
台
湾
の
シ
ン
グ
ル
モ

ル
ト
「
K
A
V
A
L
A
N
（
カ
ヴ
ァ
ラ

ン
）」。
台
湾
北
東
部
の
宜
蘭
県
で
生
産

さ
れ
、
原
料
は
輸
入
に
頼
る
も
の
の
、

アジアのウイスキー
ブームが示すもの

す
べ
て
の
工
程
を
国
内
で
完
結
し
て
お

り
、
08
年
に
最
初
の
ボ
ト
ル
を
発
売
し

た
新
し
い
蒸
留
所
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
や
日
本
で
は
、
寒
冷
地
が
主
産

地
の
ウ
イ
ス
キ
ー
を
台
湾
で
つ
く
る
と
、

気
温
が
高
い
た
め
寒
冷
地
の
２
倍
の
速

度
で
熟
成
し
、「
熱
帯
の
果
実
」
と
も
評

さ
れ
る
独
特
の
香
り
に
な
る
と
い
う
。

イ
ン
ド
は
あ
ま
り
ア
ル
コ
ー
ル
の
イ

メ
ー
ジ
が
な
い
国
だ
が
、
ウ
イ
ス
キ
ー

消
費
量
は
圧
倒
的
に
世
界
ト
ッ
プ
で
、

バ
ー
ボ
ン
大
国
・
米
国
の
３
倍
以
上
を

消
費
し
て
い
る
。
英
国
植
民
地
時
代
に

根
付
い
た
文
化
で
英
国
か
ら
の
輸
入
が

多
い
が
、
最
近
は
「
ア
ム
ル
ッ
ト
」
な

ど
イ
ン
ド
の
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
が
品
質

を
高
め
、
消
費
が
伸
び
て
い
る
。

ア
ジ
ア
に
は
高
成
長
の
中
で
嗜
好

の
多
様
性
が
生
ま
れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

文
化
と
し
て
嗜た

し
な

む
傾
向
が
生
ま
れ
て
い

る
。
今
、
日
本
産
の
ウ
イ
ス
キ
ー
の
評

価
が
世
界
的
に
高
ま
り
、
20
年
超
の
熟

成
も
の
は
驚き

ょ
う

愕が
く

の
値
付
け
に
な
っ
て
い

る
の
も
、ア
ジ
ア
に
お
け
る
ウ
イ
ス
キ
ー

ブ
ー
ム
が
背
景
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ウ

イ
ス
キ
ー
が
飲
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

国
で
は
、
経
済
成
長
の
ス
テ
ー
ジ
転
換
、

そ
れ
に
伴
っ
た
売
れ
筋
商
品
の
変
化
が

起
こ
る
こ
と
を
意
識
す
べ
き
だ
。

◀本場スコッチを超える評価
台北市内の酒屋で販売されて
いる「KAVALAN（カヴァラン）
ウイスキー」
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